








はじめに 

腎における Na 排泄量の調節は,生体内の恒常性維持のために重要であり,腎機能の低下し

た症例においても一定のバランスを保ちうることが知られている。しかし,病的腎において

の急性負荷に対する反応は正常腎とは異なることも指摘されている。 

また,腎疾患患児の外来診療を行いつつ,簡易にかつ,正確に腎機能の評価を行なうには適

当な指標がないように思われる。 

私たちは,膜性増殖性糸球体腎炎(以下 MPGN)患児について,日常の一連の動作を起立負荷

と考え,これら患児における Na,K,Cl の排泄率の変化を検討した。 


